予算要求資料
平成27年度当初予算　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名　国際化に対応した強い農林業展開ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　農政部 農政課 農業研究推進係　電話番号：058-272-1111（内2805）

　　　　　　　　　　　　 E-mail：c11411@pref.gifu.lg.jp
　

１　事業費　　                12,820千円（前年度予算額：14,200千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	14,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	14,200

	要求額
	12,820
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,820

	1月29日時点
査定額
	12,820
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,820

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
農畜水産物を取り巻く国際情勢は、TPPをはじめとした関税撤廃に向けた動きが活発化している。海外の農畜水産物の輸入等に対応するためには、「安全・安心」で高品質な県農畜水産物の供給できる体制を構築する他、国際競争に打ち勝つ「成長産業」としての農業の再構築を図る必要がある。本事業では、これらの体制を構築するため、試験研究機関が結集し研究を実施する。
（２）事業内容

海外輸出を視野に入れた販路拡大と、輸入農産物に負けない農業を確立するため、県農畜水産物の特徴を活かした「高品質化」、国際競争に打ち勝つための「低コスト化」に関する技術を開発する。
【高品質化技術開発】
●輸出を前提とした海外展開に必要な技術開発
・カキにおける輸出用長期貯蔵技術および品質保持技術
・大型マス類の鮮度に関する研究
・高品質菌床シイタケの安定生産技術の開発
・鉢花の海外展開に向けた種苗保護技術の開発と戦略的品種の育成
●「安全・安心・高品質」な差別化商品の開発
・DNA情報を活用した大ヨークシャー種の繁殖能力と肉質改善に関する研究
●地域資源を活用した６次産業化による高付加価値化
・大手企業とタイアップした「宿難（すくな）かぼちゃ」のブランド化及び
高品質安定生産技術の開発
【低コスト化技術開発】
●大規模生産に対応した技術開発による低コスト化
・豚への飼料米給与による低ｺｽﾄ環境負荷低減・差別化豚肉生産技術の開発
●超多収技術による生産物当りコストの低減
・国際化に対応した革新的栽培技術の開発によるホウレンソウの生産量増大

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	2,450
	試験・研究を補助する雇用賃金

	旅費
	1,031
	試験・研究に関わる現地調査、研究会、学会等への移動経費

	需用費
	6,427
	調査研究のための消耗品費（肥料・農薬、農業資材、試薬類、調査用機器等）、燃料費、修繕料等（分析機器、農機具等）

	役務費
	793
	サンプル郵送費等

	委託料
	1,450
	鮮度調査の委託等

	その他
	669
	備品購入費等（分析機器等）

	合計
	12,820
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　　「岐阜県長期構想」の政策方向性に基づき策定された、「ぎふ農業・農村基
本計画」（H23～27）にある各種施策の推進を研究開発からサポートするため、各試験研究機関の基本方向である①安心・安全な農産物の確保、②産地づくり・ブランドづくりとブランド力の向上、③農商工連携の推進と地域特産農産物の開発、④遊休農地や鳥獣害対策等行政ニーズへの対応、⑤研究成果のPRと技術支援の5つの柱に基づき、研究開発・地域支援を推進する。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたのか
　平成25～27年度の3年間で、輸入農畜産物の競争に打ち勝つ、県農畜産物の「高品質化技術」、「低コスト化技術」を確立する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	技術移転の推進(関連企業への技術移転)
	　　－


	－
(H23)
	－
（H24）
	2件
（H25）
	10件

（H27）
	30.0%



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

高品質化技術開発では、農水産物の輸出促進を図るための長期保存・鮮度保持技術（計3課題）、花きの知財保護のための技術（1課題）、輸入品に負けない高品質な農畜産物の生産技術（2課題）について実需者と連携し研究を実施。
　低コスト化技術開発では、養豚の生産費用の抑制技術（1課題）、超多収による生産あたりの低コスト化技術(1課題)について研究を実施。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　実用化への基礎的データの収集、実用化に向け解決すべき問題点の洗い出しを実需者等と連携しているため、研究終了以降、各研究結果について実用化が見込まれる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	　アジア太平洋地域を中心に、国際的に経済連携が進む中、国際化に対応できる競争力の高い農産物を生産・流通・販売できる技術の開発が急務であるため、本事業の必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	鮮度保持技術及び高品質生産技術のための基礎データ収集・技術の組み立てを実施しており、技術移転可能な成果がでつつある。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○


	試験計画や進捗状況、研究成果について検討を図ると共に、必要に応じ、関係機関（生産者団体、大学等）と連携を図ることで、技術確立の効率化に努めている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　新しく開発する技術を現在の栽培体系や生産体制にスムーズに導入させるため、普及機関等と連携し、技術のＰＲ、啓蒙を進める必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　事業実施の最終年度となることから、各課題で目標としている国際化に対応した競争力のある農業生産を支える技術が生産者等への普及できるよう研究開発に取組む。


